第２章　給料関係（給料の調整額）
第２章　給料関係（給料の調整額）


○　通　知
○給料の調整額の支給等に関する基準　　　　　　　　　（平成18年4月1日　18教総第57号　教育長）
第１　支給対象職員
　給料の調整額を受ける職員は、職員の給与の支給に関する規則(昭和35年福島県人事委員会規則第7号。以下「給与支給規則」という。)別表第１及び市町村立学校職員の給与の支給に関する規則（昭和35年福島県人事委員会規則第8号。以下「市町村立学校給与規則」という。）別表第１に掲げる勤務公署に勤務し、当該職員の占める職である職員とする。
　なお、給与支給規則及び市町村立学校給与規則の別表第１の取扱いについては、次の各号によることとする。
(1)　職員欄中「特別支援教育に直接従事することを本務とする職員」とは、当該業務に直接従事することを本務として、かつ、現に当該業務に直接従事することをその職員の主たる職務内容としていることをいい、次に該当する職員は含まれないものであること。
　ア　特別支援学級における週当たりの担当授業時間数が、12時間に満たないもの及びその職員の週当たりの担当授業時間数の２分の１に満たないもの
　イ　通級による指導を行う時間及び通級の指導に関連する準備のための時間等により勤務する時間数の合計が、当該職員の週当たりの勤務時間の過半を超えることとならないもの。
(2)　(1)の職員が、次に掲げる事由により勤務しないこととなる当該期間については、給料の調整額の支給対象としない。
　ア　休職若しくは停職にされ又は育児休業、配偶者同行休業を始め若しくは病気休暇（職員の勤務時間、休暇等に関する規則（平成７年福島県人事委員会規則第８号。この号において「勤務時間規則」という。）第12条第１号に規定する結核性疾患による療養のための休暇に限る。）を受けることとなったときの当該休暇等の期間
　イ　年度当初に(1)の業務を命じようとする場合において、当該職員が既に病気休暇（勤務時間規則第12条第２号に規定する負傷又は疾病のための休暇に限る。ウにおいて同じ。）若しくは出産のための休暇中にあり、当該休暇引き続きアに掲げる休暇等の期間を有することとなることが見込まれるときの当該年度の休暇の期間
　ウ　年度の途中から始まる病気休暇、介護休暇又は出産のための休暇を受け、勤務していない職員について、当該職員に替わる学級担任が配置（代替職員の採用による場合を含む。）された場合の当該期間
　　　なお、この場合、当該職員に替わって配置された職員が特別支援教育に従事することを本務とすることとなるときは、当該職員が支給の対象となること。
第２　給料の調整額の支給等
１　給料の調整額は、次による額とする。
給料の調整額＝調整基本額×調整数・・・・・・・Ａ
ただし、育児短時間勤務職員等、再任用短時間勤務職員及び任期付短時間勤務職員については、次による額とする。
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当該職員の１週間

当たりの勤務時間数

給料の調整額＝Ａ× （１円未満の端数切捨て）

　
（注）　計算式で「調整基本額」とは、当該職員に適用される給料表及び職務の級に対応する給与支給規則及び市町村立学校給与規則別表第１の２に掲げる調整基本額を、「調整数」とは、当該職員に係る給与支給規則及び市町村立学校給与規則別表第１に掲げる調整数をいう。以下同じ。
２　日割計算による給料の調整額は、次による額とする。なお、以下の計算式中において「週休日」とは、職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年福島県条例第４号）第３条第１項に規定する週休日をいう。
　月の中途採用又は中途退職及び月の途中において支給対象となった職員
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３　給料の調整額は、職員の給与に関する条例第２条に規定する給料に含まれるものであり、次の手当等の算出基礎給料とされること。
　　地域手当、特地（へき地）勤務手当、特地（へき地）勤務手当に準ずる手当、勤務１時間当たりの給与額、期末手当及び勤勉手当
４　特別支援学校に勤務する職員については、休職、病気休暇等で現実に勤務しないこととなっても、給料の調整額は支給されること。
５　職員課長（市町村立学校にあっては教育事務所長）は、職員が特別支援教育に直接従事することとなった場合又は特別支援教育に直接従事する職員に変更があった場合は、該当所属より別紙「給料の調整額受給資格確認表」の提出を求め、支給の適否を確認すること。
（附則）

（略）

この基準は、平成31年4月1日から適用する。

給 料 の 調 整 額 受 給 資 格 確 認 表
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１　特別支援学級を担当することとなった

２　通級による指導を担当することとなった

３　調整額対象外となった
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１　特別支援学級を担当することとなった

２　通級による指導を担当することとなった

３　調整額対象外となった



１　特別支援学級を担当することとなった

２　通級による指導を担当することとなった

３　調整額対象外となった



１　特別支援学級を担当することとなった

２　通級による指導を担当することとなった

３　調整額対象外となった


　　（注）１　「特別支援学級数」欄は、通級によるクラス数も含み計上すること。
　　　　　２　「該当事由」欄は、該当する項目に○を附すこと。
　　　　　３　「通級」とは、学校教育法施行規則（昭和22年文部省省令第11号）第140条に規定する特別支援教育に直接従事することを本務とする職員の行う業務をいうこと。
　　　　　４　「週当たりの授業担当時数」の欄は、通級指導担当者の場合には週当たりの勤務時間数を記入すること。

　　　　　５　「特別支援学級（教育）における週当たり担当授業時数」の欄は、通級指導担当者の場合には通級による指導を行う時間及び関連する準備のために勤務する時間の「合計数」を記入すること。
　　　　　６　「特別支援学級（教育）担当任命日」欄は、担当任命日又は担当解任日のいずれかを記入すること。
　　　　　７　「適否」欄は、所属では記入しないこと。（職員課長（市町村立学校にあっては教育事務所長）において、受給の適否を判断する。）
　　　　　８　 年度途中において変更等があった場合も、その都度提出すること。その際は新たに任命する者だけでなく、新たな任命に伴い解任する者も漏れなく記載すること。
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								所属名 ショゾクメイ						所属コード ショゾク								特別支援学級数 トクベツシエンガッキュウスウ

		職名 ショクメイ		氏　　　名 シメイ		該当事由 ガイトウジユウ		週当たりの授業担当時数 シュウアジュギョウタントウジスウ				特別支援学級（教育）における週当たり担当授業時数 トクベツシエンガッキュウキョウイクシュウアタントウジュギョウジスウ				特別支援学級（教育）担当任命日 トクベツシエンガッキュウキョウイクタントウニンメイビ				継続・新任転　出・退職・対象外の区分 ケイゾクシンニンテンデタイショクタイショウガイクブン				※適否 テキヒ		備　　　考 ソナエコウ

				職員番号 ショクインバンゴウ

						１　特別支援学級を担当することとなった
２　通級による指導を担当することとなった
３　調整額対象外となった トクベツシエンガッキュウタントウツウキュウシドウタントウチョウセイガクタイショウガイ

						１　特別支援学級を担当することとなった
２　通級による指導を担当することとなった
３　調整額対象外となった トクベツシエンガッキュウタントウツウキュウシドウタントウチョウセイガクタイショウガイ

						１　特別支援学級を担当することとなった
２　通級による指導を担当することとなった
３　調整額対象外となった トクベツシエンガッキュウタントウツウキュウシドウタントウチョウセイガクタイショウガイ

						１　特別支援学級を担当することとなった
２　通級による指導を担当することとなった
３　調整額対象外となった トクベツシエンガッキュウタントウツウキュウシドウタントウチョウセイガクタイショウガイ

						１　特別支援学級を担当することとなった　　　　　　２　通級による指導を担当することとなった　　　　　　　　　　　　　３　調整額対象外となった トクベツシエンガッキュウタントウツウキュウシドウタントウチョウセイガクタイショウガイ
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								給料の調整額の支給対象職員としての期間の現日数 キュウリョウチョウセイガクシキュウタイショウショクインキカンゲンニッスウ		－		給料の調整額の支給対象職員としての期間中の現日数のうち週休日の日数 キュウリョウチョウセイガクシキュウタイショウショクインキカンチュウゲンニッスウシュウキュウビニッスウ

		給料の調整額＝ キュウリョウチョウセイガク		前記１により得た給料の調整額 ゼンキエキュウリョウチョウセイガク		×

								（その月の現日数－その月の週休日の日数） ツキゲンニッスウツキシュウキュウビニッスウ






